
 

 

第８３回国民スポーツ大会・第２８回全国障害者スポーツ大会 

群馬県準備委員会 第６回施設・競技専門委員会（書面表決）資料目次 
 

 

〇 委員名簿 

 

 

【審議事項】 

 （１）第 1 号議案 第 83 回国民スポーツ大会 競技用具整備要項（案）        P1～P2 

 （２）第２号議案 第 28 回全国障害者スポーツ大会オープン競技実施基本方針（案）  P3～P4 

 
【報告事項】 

 （１）第 83 回国スポ・第 28 回全スポ開催に向けた準備状況等について   P5 

 （２）国スポ委員会における決定事項について              P6～P8 

 （３）競技役員等養成に関する令和４年度実績について          P9～P10 

 

【参考資料】 

 （１）特別国民体育大会（鹿児島）日程表、会場地               P11～P14 

 （２）特別全国障害者スポーツ大会（鹿児島）日程表、会場地          P15～P16 

 （３）施設・競技専門委員会スケジュール                   P17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（敬称略）

№ 分野 所属 役職 氏名 備考

1 学識
尚美学園大学
（スポーツマネジメント学部）

教授 小野里　真弓 委員長

2 群馬県市長会 課長 松下　洋一

3 群馬県町村会 事務局長 河野　哲也

4
公益財団法人
群馬県スポーツ協会
（群馬県スポーツ施設協会）

スポーツ協会事務局長
（群馬県体育施設協会会長）

高田　勉 副委員長

5
一般社団法人
群馬県パラスポーツ協会

事務局長 奈良　吉造

6 群馬県レクリエーション協会 理事長 稲山　宏一

7 群馬県中学校体育連盟 理事長 齊藤　秀夫

8 群馬県高等学校体育連盟 理事長 関根　努

9 県健康福祉部障害政策課 課長 齊藤　猛

10 県県土整備部都市整備課 課長 金井　亘

11 県教育委員会事務局健康体育課 課長 橋　憲市

（県関係）

1 酒井　隆

2 川田　由香里

3 飯島　宏章

4 松本　広行

5 近藤　靖彦

6 戸塚　智嗣

7 安藤　徹哉

8 山田　崇人

9 高田　博基

10 小材　真純

11 岡田　敬太

12 平井　千尋

13 皆川　武博

14 大谷　颯

15 津久井　里佳

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室　補佐

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課パラスポーツ係　係長

令和５年度　競技・施設専門委員会　委員名簿

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室 補佐

教育

県

市町村

スポーツ

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室　室長

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室 係長

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課パラスポーツ係

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課パラスポーツ係

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室

群馬県地域創生部スポーツ局スポーツ振興課国スポ準備室



第８３回国民スポーツ大会 競技用具整備要項（案） 

 

１ 趣旨 

 この要項は、「第８３回国民スポーツ大会 競技用具整備基本方針」（以下「基本方

針」という。）に基づき、第８３回国民スポーツ大会（以下「大会」という。）の競技

運営に万全を期するとともに、大会を契機としてスポーツの普及・推進に資すること

を目的とし、大会開催に必要な競技用具の整備について必要な事項を定める。 

 

 

２ 競技用具の区分 

（１）この要項でいう競技用具とは、次表のとおりとする。 
 区  分 内  容 例  示 

競

技

用

具 

競技用 

備品 
競技を実施するために直接必要な備品 

（施設及び施設に付帯するものは除く） 

ゴールポスト、

艇、卓球台、得

点板等 

消耗品 競技を実施するために直接必要な消耗品 

ボール、フラッ

グ、ホイッス

ル、ネット等 

運営用 

備品 

競技を実施するために直接必要な備品以

外のもので、競技会運営に必要な備品 

（施設及び施設に付帯するものは除く） 

机、テント、表

彰台、放送器具

等 

消耗品 
競技を実施するために直接必要な消耗品

以外のもので、競技会運営に必要な消耗品 

事務用品、清掃

用具等 

 

（２）この要項で備品とは、比較的長期にわたって、その性質又は形状を変更するこ 

となく使用に耐えるもので、取得価格が５０，０００円以上の物品をいう。 

 

（３）この要項で消耗品とは、備品以外の物品をいう。 

 

 

３ 競技用具整備計画の作成 

（１）競技用具整備計画は、会場地市町村が県競技団体及び県と協議の上作成する。

          

（２）競技用具の規格及び数量については、県、会場地市町村が県競技団体と協議の 

上、公益財団法人日本スポーツ協会及び中央競技団体と調整し決定する。 
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（３） 競技用具の整備に当たっては、大会時に使用可能な現有の競技用具を活用し、 

不足する場合には借用する。特に、大会終了後の利活用が困難なものはできる限 

り借用する。 

   また、現有活用及び借用により整備してもなお不足する競技用具については 

購入する。 

 

（４）競技用具の整備時期は、競技別リハーサル大会の実施などを勘案し調整する。 

 

 

４ 業務分担及び経費負担        

（１）競技用具の借用は会場地市町村が行うものとし、経費を負担する。なお、必要

がある場合には、県が会場地市町村の依頼により斡旋に努める。  

  

（２）購入する競技用具の経費負担は、次の県・会場地市町村の経費負担区分により

行うものとする。 

業務分担及び 

経費負担区分 

競技会場及び 

練習会場の施設区分 

県 会場地市町村 

県有施設 競技用備品 
競技用消耗品 

運営用備品及び消耗品 

市町村有施設 
 競技用備品及び消耗品 

運営用備品及び消耗品 

その他の施設 
 競技用備品及び消耗品 

運営用備品及び消耗品 

 

（３）基本方針に定める、「一般の利活用が見込めない競技用具や通常の競技会運営

に必要な競技用具の量、質を超えて整備しなければならないもの」については必

要に応じて県と会場地市町村で別途協議する。 

 

 

５ 競技用具の保管及び利活用 

 購入した競技用具の保管及び大会後の利活用等については、購入した者の責任にお

いて行うものとする。 

 

６ その他 

 この要項に定めるもののほか、競技用具整備に必要な事項は、県と会場地市町村が

別途協議するものとする。 
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第28回全国障害者スポーツ大会オープン競技実施基本方針（案） 

 

第28回全国障害者スポーツ大会におけるオープン競技は、全国障害者スポーツ大会開催基準

要綱（公益財団法人日本パラスポーツ協会（以下「日本パラスポーツ協会」とする）制定）に

定めるもののほか、この基本方針により実施する。 

 

１ 趣旨 

障害者スポーツの一層の普及・振興を図る観点から、第28回全国障害者スポーツ大会におい

て、全国障害者スポーツ大会競技規則（日本パラスポーツ協会制定）に定める個人競技及び団

体競技（以下「正式競技」とする）以外の競技をオープン競技として実施する。 

なお、オープン競技は、正式競技の開催に支障のない範囲で実施するものとする。 

 

２ 募集 

広く障害者の間にスポーツを普及する観点から有効と認められる競技について、県内の関係

団体等へ公募する。 

 

３ 運営・経費 

オープン競技の実施を希望する団体（以下「実施団体」とする）は、競技会開催にあたり必

要な業務について、すべての運営を行う。 

また、競技会開催に係る経費については、実施団体の負担とする。 

 

４ 選定基準 

実施するオープン競技の選定基準は、次のとおりとする。 

（１）実施団体が、自主運営により競技会を実施できること。 

（２）県内に出場可能な選手・チームが存在すること。 

（３）県外の選手・チームが出場できるルールが確立している競技であること。 

（４）既設の競技施設により実施可能であること。 

（５）原則として、第28回全国障害者スポーツ大会の開催期間内に実施が可能であること。 

 

 

第 2 号議案 

- 3 -



■先催県実施競技数

全国障害者スポーツ大会
オープン競技開催実績

■先催県実施競技（8大会実績）
競技名 回数

スポーツウエルネス吹き矢（身） ５
卓球バレー（身・知・精） ４
ブラインドテニス ３
電動車いすサッカー（身） ２
風船バレーボール（身・知・精） ２
車椅子ダンス（身） ２
ソーシャルフットボール １
ウオーキングフットボール １
パラサーフィン １
SOバドミントン（知） １

競技名 回数
ゴールボール １
ファイン・ボール １
デフボウリング １
グラウンドゴルフ（身・知・精） １
ハンドアーチェリー（身・知） １
ゲートボール １
車いすテニス １
ブラインドテニス １
フットサル（精） １
ボウリング（身） １

開催県 競技数
愛媛 ３
福井 ３
茨城 ６
栃木 ３
鹿児島 ３
佐賀 ８
滋賀 ３
青森 ３

オープン競技とは・・・
全スポ正式競技以外の競技

参考資料
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期　日 内　　容

H29. 3.21 平成29年3月教育委員会会議定例会において、県教育委員会が第83回（平成40年）国民体育大会の招致を決定

H30. 3.20
第83回国民体育大会・第28回全国障害者スポーツ大会群馬県準備委員会
設立総会・第１回総会及び第１回常任委員会の開催

R4.8.31 第６回総務企画専門委員会及び第４回施設・競技専門委員会を書面表決により開催

R4.6.21 スポーツ庁へ要望書を提出

R4.8.3 第５回総会を書面表決により開催

R2.12.22 第３回総会を書面表決により開催

H29. 5.24 知事、県教育長、（公財）県スポーツ協会会長が、文部科学省（スポーツ庁）及び公益財団法人日本体育協会に開催要望書を提出

H29. 7.18
（公財）日本体育協会が群馬県を第83回国民体育大会の開催申請書提出県として了解（内々定）　※第28回全国障害者スポーツ大
会も同様の取扱いとなる。

H30. 8. 7 第１回総務企画専門委員会及び第１回施設整備専門委員会の開催

H30. 8. 9 平成30年度市町村連絡会議及び平成30年度競技団体連絡会議の開催

第８３回国民スポーツ大会・第２８回全国障害者スポーツ大会
開　催　準　備　経　過

H28. 6.29 公益財団法人群馬県スポーツ協会が第83回（平成40年）国民体育大会招致要望書を知事、県議会議長及び県教育長に提出

H28. 8月～ 県が全市町村を訪問し、本県における２巡目国体の開催について説明、協力を依頼

H29. 1.23
市長会、町村会をはじめ、県内外の多様な分野の方々による　「群馬県国体検討懇話会」が、本県で国体を開催する意義や方向性
等をまとめた報告書を知事に提出

H29. 3. 9 群馬県議会の平成29年第１回定例会において、「第83回国民体育大会の招致に関する決議」を全会一致で可決

群馬県議会の平成29年第１回定例会において、知事が第83回国民体育大会及び第28回全国障害者スポーツ大会を本県で開催す
る意向を表明

H29. 2.20

H30. 8～10月 市町村競技会開催意向調査及び競技団体競技会意向調査の実施

H30.10～12月
第83回国民体育大会会場地市町村選定に係るヒヤリングの実施
（市町村・競技団体）

H31. 3.19 第２回施設整備専門委員会を開催

H31. 3.25 第２回総務企画専門委員会を開催

R2. 3. 4 第３回総務企画専門委員会及び第３回施設整備専門委員会の開催

R2. 3.19 第２回総会の開催（書面表決）

R4.3.9 第４回総会を書面表決により開催

R2. 4. 1 準備委員会の名称を『第８３回国民スポーツ大会・第２８回全国障害者スポーツ大会群馬県準備委員会』に改称

R2.10.21 第４回総務企画専門委員会を開催

R2.11.4 第２回常任委員会を開催

R4.1.18 第５回総務企画専門委員会、第１回広報・県民運動専門委員会を開催

R4.2.4 第３回常任委員会を書面表決により開催

R4.2.9 令和３年度市町村連絡会議及び令和３年度競技団体連絡会議を開催

R2.11.11 令和２年度市町村連絡会議及び令和２年度競技団体連絡会議の開催

R4.10.13 第４回常任委員会を書面表決により開催

R4.10.25 第2回広報・県民運動専門委会を書面により開催

R5.1.23 第3回広報・県民運動専門委員会を書面により開催

R4.10.14 令和４年度市町村連絡会議及び令和４年度競技団体連絡会議を開催

R4.11.1～12.4 第83回国民スポーツ大会・第28回全国障害者スポーツ大会の愛称の募集を実施

R5.3.22
第５回常任委員会を開催
愛称の発表

R4.12.21 市町村・競技団体説明会を開催

R5.3.6
第7回総務企画専門委員会、第４回広報・県民運動専門委員会及び第5回施設・競技専門委員会を開催
愛称の決定
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国民体育大会開催基準要項（改定）  
【抜粋】  
２３ 大会役員  

(1) 大会役員は､概ね次のとおりとする。 

 名誉会長 文部科学大臣 

 会   長 日本スポーツ協会会長 

 副 会 長 日本スポーツ協会副会長・専務 理事、スポーツ庁長官、開催県知事、

開催県体育・スポーツ協会会長 

 顧   問 日本ス ポ ーツ協会顧問・ 理事・監事・ 評議員 、 全国を 統 轄する 各競 技

団体会長、都道府県体協会長、文部科学副大臣、文部科学大臣政務

官、 

文部科学事務次官、文部科学審議官 、文部科 学省大臣 官房長、ス ポ

ーツ庁次長、開催県選出衆・参両院議員 、開催県議会議長・教育 長・

公 

安委員長・市長会会長・町村長会会長・市議長会会長・町村議長会会

長、開催県スポーツ推進審議会会長 

 参   与 スポーツ庁審議官・スポーツ総括官・政策課長・健康スポーツ課長・参

事官（地域振興担当）、開催県議会議員・副知事・教育委員・開催県会

計管理者・各部部長・警察本部長、開催県実行委員会常任委員、開催

県体育・スポーツ協会副会長・顧問・参与 

 委 員 長 日本スポーツ協会国民体育スポーツ大会委員会委員長 

 副委員長 日本スポーツ協会事務局長、スポーツ庁競技スポーツ課長、開催県実

行委員会事務局長 

 総務委員 日本スポ ーツ協会国 民体育スポ ーツ大会委 員会委員・ 担当事務局次

長 ・ 担当 部 長 ・ 担 当 課 長 、 開 催県 実 行 委 員 会 事務 局 次 長 、 開 催 県体

育・スポーツ協会理事長又はこれに準ずる者、開催県体育・スポーツ主

管課長 

 委    員 日本スポーツ協会国体スポ競技運営部会委員・事務局担当者、スポー

ツ庁担当官、開催県体育・スポーツ協会常務理事、JADA 事務局長又

はこれに準ずる者、開催県実行委員会事務局の課長以上 

（2） （略）  
（3） （略）  

 
４６ 協議  

(1)本要項において協議と定める事項については、原則として国民体育スポーツ大会委員

会において協議し決定するものとする。 

(2)本要項において定める事項のほか、大会に関連して協議が必要な事項については、原

則として、国民体育スポーツ大会委員会において協議し決定するものとする。 

 
４７ 要項の改廃  

本要項の改廃は、国民体育スポーツ大会委員会の決議を経て行う。 

 
〈附   則〉  
 （1）（2）（3）（略）  

令和 5 年 4 月 1 日 第 61 次改定  

資料No.1
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 変更内容
• 自転車競技においては、若年者競技者の身体を保護する目的から、使用できる機材制限および、競技者の年齢ごとにカテゴリ区分（下記参照）を
設けており、同一カテゴリ同士で競うことがIF競技規則で定められている。

• IF競技規則に則り、第78回大会以降の大会において自転車競技のカテゴリ区分を用いた種別に変更する。

【国際自転車競技連盟カテゴリ区分】

1. ユース（U17）：16歳以下
2. ジュニア（U19）：17歳および18歳
3. アンダー23（U23）：19~22歳
4. エリート：23歳以上
5. マスターズ：30歳以上の競技者でこの区分を選択したもの

 変更理由
• 国体では、成年・少年の区分を年度（ 4 月1 日起算）で運用しているが、自転車競技のカテゴリ区分は歴年（ 1 月1 日から12 月31 日）にて運用し
ている。その結果、普段同一レースに参加している選手が、国体では成年・少年に分かれて参加したり、普段とは異なるカテゴリの選手と一緒に
参加したりするという事例の発生を解消するため。

• 国際競技力強化策と一体化するため。
• 全世界共通で適用されているIF競技規則に則った、公平公正な競技運営を行うため。
• ユース（U17）カテゴリは、機材制限がかかるため、その他のカテゴリと同一レースで競うことは公平ではなくなる。一方で、ユースカテゴリの
機材をその他のカテゴリと合わせた場合には、身体に負荷ががかることで怪我の発生が懸念されることから、双方の課題を解消するため。

©2022 Japan Sport Association All Rights Reserved.

自転車競技における種別の変更（第78回大会以降対象）

【現行】
• 成年男子
• 少年男子
• 女子

【改定案】
• 男子A（U23カテゴリ以上）
• 男子B（ジュニアカテゴリ）
• 女子（ジュニアカテゴリ以上）

資料№2-①

国体参加種別
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 日本山岳・スポーツクライミング協会から、IF競技規則の改正によって「ボルダリング」から「ボ
ルダー」に種目名称が変更となったことに伴い、日本山岳・スポーツクライミング協会の競技規則
も、令和5年3月から「ボルダー」へ種目名称を変更し、同年4月1日から施行することが報告された。

 併せて、種目名称においても、「ボルダリング」から「ボルダー」へ変更したい旨の要望書が提出
された。

 特別国民体育大会以降の開催県に種目名称の変更の対応可否について、調査を行った結果、第78回
国民スポーツ大会（佐賀県）以降の開催県においては対応可能との回答が得られたため、第78回大
会から変更することとしたい。

＜要望内容＞
種目名称：（変更前）ボルダリング ⇒ （変更後）ボルダー

変更期日【適用大会】：第78回国民スポーツ大会本大会〔佐賀県〕から適用希望

©2023 Japan Sport Association All Rights Reserved. 1

競技団体要望 －種目名称の変更－ 資料№7
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県内競技団体審判員・要資格運営員養成年次計画（種目別）

【資格取得】

内訳

競技名
令和２年度
実績

（９年前）

令和３年度実
績

（８年前）

令和４年度
実績

（７年前）

令和５年度
（６年前）

令和６年度
（5年前）

令和７年度
（4年前）

令和８年度
（3年前）

令和９年度
（2年前）

令和10年度
（1年前）

令和11年度
（開催年）

1 57 30 30 30 30 30 30 30 30 0 297

0 8 34 13 13 13 13 13 13 0 120

0 1 0 0 0 7 0 0 0 0 8

0 2 4 4 9 3 8 10 12 10 62

0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2

0 0 0 1 3 3 3 6 6 0 22

3

4 0 6 0 13 7 7 7 6 0 0 46

5 0 0 0 20 15 0 0 0 0 2 37

6 0 0 0 3 0 0 3 1 0 0 7

7 6 0 0 3 1 2 0 2 3 0 17

0 4 0 15 16 15 18 15 17 10 110

0

12 0 26 21 16 15 15 15 14 14 148

0 6 0 4 6 10 6 11 0 5 48

0 0 0 0 0 16 16 16 1 0 49

0

10 0 12 5 7 6 7 6 7 7 5 62

11 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

12 0

13 0 2 1 2 0 4 0 3 0 2 14

14 0 3 1 0 2 0 2 0 0 0 8

15 8 13 9 5 10 5 9 6 9 5 79

16 0 19 0 1 1 1 1 1 1 0 25

17 0 0 3 12 13 18 18 2 0 0 66

18 18 25 7 26 21 24 21 0 0 0 142

19 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 7

20 0 0 0 2 3 2 2 0 0 0 9

21 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 3

22 0 0 2 2 2 2 2 2 2 2 16

23 0 3 18 40 38 17 40 25 0 0 181

24 0 17 4 8 16 8 8 8 16 0 85

25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 1 6 0 3 5 5 5 13 7 0 45

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 21

29 0 2 2 1 54 1 1 1 124 1 187

0 0 0 0 0 5 7 10 20 0 42

0 0 0 7 9 9 9 9 9 0 52

31 0 7 5 4 5 5 5 5 5 4 45

32 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2

33 0 0 1 3 0 0 0 3 0 0 7

34 0 10 1 2 2 2 2 2 2 2 25

36 0 0 0 2 3 5 2 5 3 5 25

37 0 0 0 0 0 0 0 6 16 0 22

38 0 0 0 10 14 17 19 16 15 10 101

39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

41 0

42 0

43 0

44 0

45 0 0 6 6 0 0 0 0 12

46 0 30 30 30 30 30 50 30 230

47 0

48 1 3 6 6 5 22 22 22 87

49 0

50 0 0 2 3 0 0 0 0 5

51 0

52 0 0 12 14 2 0 0 0 28

53 0

54 0

55 0 0 0 2 1 0 0 0 3

56 0

57 0

104 179 155 268 328 262 283 252 335 80 2246

0 0 1 33 56 61 38 52 72 52 365

104 179 156 301 384 323 321 304 407 132 2611

バスケットボール

車いすバスケットボール

自転車

全スポ　合計

両大会　合計

ソフトボール

グラウンドソフトボール

バレーボール（知的）

バレーボール（身体）

バレーボール（精神）

8

NO. 延養成数

陸上競技

2

水泳（競泳）

水泳（飛込）

水泳（水球）

水泳（ＡＳ）

水泳（ＯＷＳ）

養成不要

インドアAでビーチ審判可能

ソフトテニス

国民スポーツ大会準備室競技運営係

養成（資格取得）年次計画

バレーボール（６人制）

サッカー

テニス

ボート

ホッケー

バスケットボール

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

ボクシング

バレーボール（ビーチ）

養成困難

9

体操（体操競技）

体操（男子新体操）

体操（女子新体操）

体操（トランポリン）

卓球

軟式野球

相撲

馬術

ソフトボール

柔道

フェンシング

バドミントン

弓道

ライフル射撃

30
カヌー（ＳＰ）

カヌー（ＳＬ・ＷＷ）

剣道

ラグビーフットボール

スポーツクライミング

国スポ　合計

空手道

銃剣道

クレー射撃

ボウリング

ゴルフ

陸上競技

水泳

アーチェリー

卓球

卓球（STT)

サッカー

フットソフトボール

フライングディスク

ボウリング

ボッチャ

トライアスロン

高校野球（硬式）

国スポ共通資格

国スポ共通資格

アーチェリー

高校野球（軟式）

令和５年５月

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

養成不要
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県内競技団体審判員・要資格運営員養成年次計画（種目別）

【資格維持・資質向上】

内訳

競技名
令和２年度
実績

（９年前）

令和３年度
実績

（８年前）

令和４年度
実績

（７年前）

令和５年度
（６年前）

令和６年度
（5年前）

令和７年度
（4年前）

令和８年度
（3年前）

令和９年度
（2年前）

令和10年度
（1年前）

令和11年度
（開催年）

1 241 251 288 298 308 318 328 338 348 358 3076

0 26 27 65 33 54 0 0 0 0 205

10 13 13 13 13 13 20 20 20 20 155

6 6 14 14 12 21 21 21 33 44 192

0 1 0 0 0 1 0 1 2 2 7

0 0 0 0 3 6 9 12 21 27 78

3 0

4 0 21 30 27 39 46 53 59 60 60 395

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 5 5 8 8 10 10 10 13 14 6 89

7 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2 6

4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 6

0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

5 3 3 7 9 9 9 11 5 5 66

0 0 0 0 0 48 50 56 57 0 211

0

10 37 85 88 87 94 94 91 91 92 94 853

11 4 10 9 9 9 9 9 9 9 9 86

12 0

13 0 15 34 34 36 33 37 34 39 39 301

14 3 2 5 6 6 8 8 10 10 10 68

15 0 0 13 13 13 13 13 13 13 13 104

16 0 1 0 19 19 20 20 20 20 0 119

17 33 0 102 103 112 122 137 153 155 0 917

18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 2 0 3 0 3 1 4 0 4 0 17

20 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 6

21 0 0 1 1 2 3 4 4 4 4 23

22 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

23 0 69 121 131 141 171 181 191 100 0 1105

24 0 156 203 200 200 203 204 204 199 0 1569

25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 0 15 19 22 27 33 39 46 50 50 301

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

29 13 13 9 11 12 16 17 18 19 20 148

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 0 0 0 32 32 32 32 32 32 32 224

32 0 0 0 0 0 1 1 2 2 2 8

33 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 4

34 0 11 11 3 4 7 11 3 4 7 61

36 9 9 9 9 28 9 9 9 37 9 137

37 0 0 0 0 3 12 3 72 72 144 306

38 0 0 8 10 13 8 11 12 19 19 100

39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

41 0

42 0

43 0

44 0

45 0 0 0 0 12 12 12 12 48

46 4 5 10 10 10 10 10 10 69

47 0

48 59 52 50 50 50 50 50 50 411

49 0

50 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51 0

52 0 0 0 0 23 28 28 28 107

53 0

54 0

55 0 2 1 0 1 2 1 2 9

56 0

57 0

380 723 1019 1123 1182 1322 1331 1457 1441 976 10954

0 0 63 59 61 60 96 102 101 102 644

380 723 1082 1182 1243 1382 1427 1559 1542 1078 11598

フットソフトボール

全スポ　合計

両大会　合計

ソフトボール

グラウンドソフトボール

バレーボール（知的）

バレーボール（身体）

バレーボール（精神）

ボウリング

ボッチャ

バスケットボール

車いすバスケットボール

サッカー

8

ボート

ホッケー

自転車

ソフトテニス

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

9

バレーボール（６人制）

サッカー

テニス

バスケットボール

ボクシング

バレーボール（ビーチ）

体操（体操競技）

体操（男子新体操）

体操（女子新体操）

体操（トランポリン）

NO. 合計

陸上競技

2

水泳（競泳）

水泳（飛込）

水泳（水球）

水泳（ＡＳ）

水泳（ＯＷＳ）

養成（資格維持・資質向上）年次計画

卓球

軟式野球

相撲

馬術

ソフトボール

柔道

フェンシング

バドミントン

弓道

ライフル射撃

30
カヌー（ＳＰ）

カヌー（ＳＬ・ＷＷ）

剣道

ラグビーフットボール

スポーツクライミング

トライアスロン

高校野球（硬式）

アーチェリー

高校野球（軟式）

国スポ　合計

空手道

銃剣道

クレー射撃

ボウリング

ゴルフ

陸上競技

水泳

アーチェリー

卓球

卓球（STT)

フライングディスク

令和５年５月

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共有資格

養成困難

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国スポ共通資格

国民スポーツ大会準備室競技運営係

養成不要

インドアAでビーチ審判可能

養成不要
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正式競技３７
特別競技 １
公開競技 ５
デモスポ３６

いちき串木野市

阿久根市

曽於市

垂水市

霧島市

湧水町さつま町

出水市

伊佐市

摩川内市 姶良市

スポーツ
チャンバラ

ジャズ体操
パークゴルフ

ペタンク
ダンススポーツ

エアロビック
ターゲット･バードゴルフ
ビリヤード

バウンドテニス

少林寺拳法
３Ｂ体操

遠泳
ビーチフラッグス

長島町
ママさんバレー

南九州市

指宿市

志布志市

錦江町

南大隅町

肝付町
鹿屋市

真向法体操 ｽﾎﾟｰﾂｳｴﾙﾈｽ吹矢

ドッジボール

大崎町

枕崎市

歴史探訪
ウォーキング

バレーボール
(ビーチバレーボール)

東串良町
史跡巡りウォーキング

南さつま市

日置市

ソフト
バレーボール

サイクリング

ディスクゴルフ
ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄ(ｺﾞﾙﾌ)

鹿児島市

アーチェリー

お手玉
フライングディスク

ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ
ｽﾎﾟｰﾂ 競技名

知名町

天城町

奄美市

大和村
ランニングバイク

和泊町 ミニバレーボール

与論町 史跡巡りウォーキング

ミニバレー伊仙町
ミニバレーボール

ふれあいグラウンド・
ゴルフ

徳之島町

十島村
マラソン

宇検村
少年サッカー

瀬戸内町
少年相撲

ふれあいグラウンド・ゴルフ

龍郷町

ボート（フネィンカー競漕）

喜界町

屋久島町
水泳

(ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ)

サーフィン

南種子町

ウォーキング

中種子町

ソフトバレーボール

西之表市

三島村 ラジオ体操

鹿屋市

陸上競技
水泳
(競泳)

水泳
(飛込)

水泳
(水球)

水泳
(ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ)

サッカー

テニス

ローイング

ホッケー

ボクシング

サッカー

サッカー

バレーボール

体操
(体操競技)

体操
(新体操)

バスケットボール

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

自転車
(ロード・レース)

バレーボール

バレーボール

バスケットボール

バスケットボール

自転車
(ロード・レース
トラック・レース)

自転車
(ロード・レース)

自転車
(ロード・レース)

ソフトテニス

卓球
軟式野球 相撲

フェンシング

ソフトボール

軟式野球

軟式野球

軟式野球

バドミントン

弓道

ライフル射撃
(25m)

ライフル射撃
(50m,10m,BR・BP)

剣道

ラグビー
フットボール

スポーツクライミング
(ﾘｰﾄﾞ，ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ)

カヌー
(スプリント)

カヌー
(ｽﾗﾛｰﾑ，ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ)

空手道

銃剣道

なぎなた

ボウリング

ゴルフ

トライアスロン

高等学校野球
(硬式)【特別競技】

綱引【公開競技】

武術太極拳
【公開競技】

パワーリフティング
【公開競技】

ゲートボール
【公開競技】

グラウンド・ゴルフ
【公開競技】

ゴルフ

ラグビーフットボール

ソフトボール

高等学校野球
(軟式)

【特別競技】

柔道

体操
(トランポリン)

馬術

会期：2023年10月7日（土）～10月17日（火）【11日間】
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特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」 競技会会期 

競  技  名 競 技 日 程 

正式競技 

個人競技 

陸上競技(身・知) 10 月 28～30 日 

水泳(身・知) 10 月 28 日～30 日 

アーチェリー(身) 10 月 29 日 

卓球(身・知・精) 

※サウンドテーブルテニスを含む 

10 月 28 日～29 日 

フライングディスク(身・知) 10 月 28 日～30 日 

ボッチャ（身） 10 月 28 日～29 日 

ボウリング(知) 10 月 28 日～29 日 

団体競技 

バスケットボール(知) 10 月 28 日～29 日 

車いすバスケットボール(身) 10 月 28 日～29 日 

ソフトボール(知) 10 月 28 日～29 日 

フットソフトボール(知) 10 月 28 日～29 日 

グランドソフトボール(身) 10 月 28 日～29 日 

バレーボール(身・知) 10 月 28 日～29 日 

バレーボール(精) 10 月 28 日～29 日 

サッカー(知) 10 月 28 日～30 日 

オープン競技 

スポーツウエルネス吹矢（身） 10 月 22 日 

電動車椅子サッカー 

（パワーチェアーフットボール）

（身） 

10 月 21 日～22 日 

風船バレーボール（身・知・精） 10 月 29 日 
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霧島市

身：身体障害者が出場できる競技
知：知的障害者が出場できる競技
精：精神障害者が出場できる競技

◎：団体競技 7競技

○：個人競技 7競技

◆：オープン競技 ３競技

○ 卓球（身・知・精）
西原商会アリーナ

(鹿児島アリーナ)

○ 陸上競技（身・知）
白波スタジアム

(県立鴨池陸上競技場)

○ 水泳（身・知）
鴨池公園水泳プール

○ ボウリング（知）
サンライトゾーン

◆ 電動車椅子サッカー
（ﾊﾟﾜｰﾁｪｱｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ）（身）

西原商会アリーナ(鹿児島アリーナ)

◆ スポーツウエルネス吹矢（身）
ハートピアかごしま

◆ ふうせんバレーボール
（身・知・精）
鹿児島市勤労者交流センター

○ アーチェリー（身）
鹿児島ふれあいスポーツランド

○ フライングディスク（身・知）
県立サッカー・ラグビー場

◎ バレーボール（身・知）
南栄リース桜島アリーナ

(桜島総合体育館)

鹿児島市

◎ 車いすバスケットボール（身）
いちき串木野市総合体育館

いちき串木野市

◎ サッカー（知）
国分運動公園陸上競技場
国分運動公園多目的広場

霧島市

◎ ソフトボール（知）
知覧平和公園多目的球場

◎ フットソフトボール（知）
知覧平和公園陸上競技場

南九州市

◎ グランドソフトボール（身）
開聞総合グラウンド

指宿市

◎ バレーボール（精）
平和公園串良平和アリーナ

鹿屋市

○ ボッチャ（身）
指宿総合体育館

姶良市
いちき串木野市

鹿児島市

南九州市

指宿市

鹿屋市

◎ バスケットボール（知）
ビーラインスポーツパーク姶良
体育館（姶良市総合運動公園体育館）

姶良市
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第83回国民スポーツ大会・第28回全国障害者スポーツ大会　

施設・競技専門委員会審議スケジュール（見込み）

施設整備に関すること
情報通信

に関すること
役員養成・編成
に関すること

競技運営等
に関すること

競技用具
に関すること

リハーサル大会に
関すること

2017
開催11年前

競技施設整備基本方針

2018
開催11年前

競技施設基準(暫定版)
の決定・随時改正

2019
開催10年前

2020
開催9年前

2021
開催8年前

2022
開催7年前

 
競技施設整備の
方向性を決定

2023
開催6年前

 

2024
開催5年目

2025
開催4年前

 

2026
開催3年前

2027
開催2年前

2028
開催1年前

2029
開催年

年 度 開催手続 会場地選定
施設・競技専門委員会

施設整備 競技運営

開催の決定

会場地総合視察
（日ス協・文科省）

中央競技団体
正規視察

国スポ「ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ

ｽﾎﾟｰﾂ」の決定

全ｽﾎﾟ「実施競技」

の決定

開催の内定

国スポ「公開競技」

の決定

内々定

開催申請書
の提出

全ｽﾎﾟ「ｵｰﾌﾟﾝ競技」

の決定

国スポ「正式競技」

の決定（6月予定）

（日本ｽﾎﾟｰﾂ協会）

・
国
ス
ポ

正
式
競
技
・
特
別
競
技

・
全
ス
ポ

個
人
競
技
・
団
体
競
技

→

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
係
が
担
当

・
総
合
開
・
閉
会
式
会
場

・
公
開
競
技
（
競
技
団
体
へ
開
催
希
望
調
査
）

・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
競
技
団
体
へ
開
催
希
望
を
募
集
）

・
オ
ー
プ
ン
競
技
（
競
技
団
体
等
へ
開
催
希
望
を
募
集
）

県準備委員会設立

県実行委員会設立

競技役員等に関する基礎
調査・ヒアリング

競
技
役
員
養
成
・
編
成
事
業

大会・競技会会期の決

競
技
用
具
整
備
の
推
進

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
準
備
の
推
進

専門委員会設置

・
競
技
施
設
・
式
典
会
場
整
備
の
実
施
（
県
立
施
設
、
市
町
村
立
施
設
等
）

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
推
進

リハーサル大会

競技別リハ
大会決定

基礎調査精査
競技役員養成方針案等検討

第83回国民スポーツ大会・第28回全国障害者スポーツ大会開催

・
練
習
会
場
の
決
定

専門委員会改組(R2.11.4)

競技役員等編成基本方針
競技役員等養成基本方針
競技役員等養成基本計画

競技運営基本方針

・
県
立
施
設

方
向
性
検
討
（
あ
り
方
み
な
お
し
）

競技施設整備

競技施設整備

競技施設整備

競技施設整備

公開競技実施基本方針

競技用具整備基本方針

競技用具整備基本計画

情報通信基本方針

情報通信基本計画

記録関係業務運営要綱

オープン競技
実施基本方針

記録関係業務基本計画

記録業務基本方針

競技別会期日程調整 リハ大会開催基準要項

デモスポ競技実施基本方針

実施予定競技選択基本方針
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